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グダリ沼の自然の魅力 顧　問　  小 山 内　孝

　グダリ沼は数十か所からの大量の湧水ではじまりま

すが、いつ頃から始まり、どのような経過をたどって来

たのでしょうか。又、雪や雨がどう湧水層に影響を与え

ているのか大変不思議な湧水です。「沼」と言っていま

すが、いきなりかなり幅のある川となっています。大量

の湧水とバイカモの繁茂する様子は、富士山麓の柿

田川湧水とよく似ています。

　田代平湿原・平原は、八甲田の一連の十和田火山

活動、約１５～２０万年前に、先八甲田火山活動約６５万

年前と約４０万年前の二度の大規模な火山活動の結

果できた凹地（カルデラ）と考えられています。

　やがてカルデラには水がたまり十和田湖の様な湖が

でき、湖底には木の葉の化石を含む大量の泥や砂が堆

積しました。その後カルデラ壁の一部が崩壊したため、

湖水が駒込川に流出し、干上がって現在のような姿に

なったと考えられています（池田・工藤・野村，２００３）。

　この田代平の地域は、一見何もかわらない風景に

見えますが、地質的にはたえず変動しています。１９９７

年に自衛隊員の死者を出した事故があったのですが、

その原因は二酸化炭素が溶け込んだ酸性の鉱泉水

から二酸化炭素が遊離し、凹地に溜まったものと考え

られています。

　田代橋の小川の西側に、周囲がブナ、ミズナラ、カ

エデなどが生育した古い時代の面影が残る湧水池が

あります。‘９８年以降、この湧水池とこの流路からプラ

ナリアや水生昆虫が忽然と消えました。多分、’97 の

ガス発生がこの地域にも起こり、湧水に二酸化炭素

が溶け込んだことに原因がありそうです。このようにこ

の地域では現在も鉱泉水の成分が変化していると思

われます。田代平には、このような水質の変化する湧

水やグダリ湧水のように PHや水温の変化が少ない

ものがあります。また、毒水と呼ばれている強酸性の

鉱泉水の沼や蔦沼のような林に囲まれた沼があった

と考えられます。
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[写真１] バイカモが一面に広がった冬のグダリ
沼 (2009-12-5)

[写真２] 多種類のプラナリアの生息する湧水源

[写真３] スギナモ

[写真４] バイカモの花
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＜ 最近のグダリ沼の変容 ＞

　１９８３年グダリ沼の生物の観察以来年々湧水量が減

少し、バイカモやスギナモ、オランダガラシなどの水草も

生育状況が変化してきています。牛の放牧が中止され、

付近の牧草が水中で繁茂したり、放牧のため一度撤去

さけられたレンゲツツジが、観光のために再び移植さ

れ、残った牧草と入り交じった景観になっています。特

に、牧草の帰化植物ハイコヌカグサが水中に繁茂して

います。（写真５）

　’０８年の夏には湧水源付近で本来陸生のエゾノギシ

ギシまで侵入しています。以前、イワナやニジマスの稚

魚が多く見られたのが、非常に少なくなっています。湧

水量の減少にともない、ハイコヌカグサがまるで優占種

のように、流路いっぱいに繁茂し、オランダガラシ、スギ

ナモ、バイカモが目立たなくなっていました。２００９年、降

水量が多くなったせいか、夏のグダリ沼は、湧水量が多

くなり今までと大きく変化していました。

　’０９年９月１８日には、バイカモの生育が著しく、川面

を覆い尽くすほど増えだし、下流には、スギナモも目立

つようになっています。

　’０９年１２月５日、真冬の雪の中グダリ沼にたどりつき

調査したところ、湧水量はさらに増えていたのです。湧水

源流部から、風倒木のある辺りまで、緑一色のバイカモ

で覆い尽くされていました。真白な雪の中、緑の島のよう

です。さらに、バイカモの白い花が、所々に見え、水中には

まだ咲いていない蕾を抱き、清冽な流れに揺れている様

は、雪降るグダリ沼の幽玄な景観でした。（写真１）

＜グダリ沼の動物相の特徴 ―

 多種生息するプラナリア＞

　次に’０９年の調査と‘８３年の青森高校生物部の調

査をもとに、本州では最も多種生息するグダリ沼のプ

ラナリアについて報告します。

　現時点’０９年１２月５日の冬季に多く見られたのはカ

ズメウズムシ、キタシロカズメウズムシ、イズミオオウズ

ムシでさらにミヤマウズムシ、トウホクコガタウズムシな

どが発見されました。トウホクコガタウズムシは’８３年

「やぶなべ」２７号でも報告があったのですが、今回再度
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プラナリアについて

　プラナリアは、扁形動物門(Platyhelminthes)
に属する渦虫綱（Turbellaria）の総称で背腹に扁
平で体は柔らかく、体節構造を持たないものです。
　これらは、淡水、海水、陸に生息し、捕食性の動
物ですが、ここで普通言うプラナリアは、淡水に生
息し、再生力の強い三岐腸目（Tricladida）を指し
ます。世界では、このプラナリアは約３５属およそ３
８０種報告されています。
　プラナリアの多数の種はヨーロッパのバルカン
半島を中心とする地域に分布していることを基に
同地域がプラナリア発祥地であるという仮説をた
てています。又シベリアへ向かったものは、バイカ
ル湖或いはその地域で種分化が進んだと推定し
ています。その根拠は、同湖は固有種が多いこと
をあげています（川勝、１９６８）。

[写真５] 水中に侵入したハイコヌカグサ

[写真６] 水中に侵入したエゾノギシギシ

[写真７] オランダガラシ（通称クレソン）
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見つかったのには吃驚です（写真１１）。

　しかし「やぶなべ」２７号、２８号、２９号、３０号で報告されていたナミウズムシは、調査を再開した 2000

年頃から見出すことが出来ませんでした（表１参照）。

　なお、ナミウズムシが多数見出された頃は、山谷香代さんが「やぶなべ」２７号で「ナミウズムシ、イズミ

オオウズムシという異様な組み合わせで多くいたのは面白い。また牧場内の牛の糞やその他の影響も

あるのではないかと指摘しています。

　その後、ナミウズムシがグダリ沼から消えたのです。ナミウズムシが見られなくなったさまざまな要因

のうち、放牧の中止によって、グダリ沼へ牛が入り込まなくなったことによる有機物量が減ったこと、年

間降水量の変動により過去十数年間で少しずつ減少したこと、真夏の水温変化、水生植物の変化、水

生動物の変化等が考えられるが、今後、正確要因を知るためには、継続的に調査を続けることが必要

です。として、生物部の調査は、基本的には湧水源のある地域周辺 50m以内の調査です。

　今回の調査ではキタシロウズムシは見出されませんでしたがキタシロカズメウズムシやイズミオオ

ウズムシ、カズメウズムシ等は生息個体数も多く、プラナリアの「天国」と言ってもよいほどの清冽な

水で環境が良い場所であることにかわりはありません。今後範囲を広げ、グダリ沼の下流部までの調

査をする必要と、今後も継続的な調査が必要なことを痛感しました。こんなにプラナリアを長期間同じ

場所で調査し続けることは、必ず新しい発見につながります。また、このグダリの水系は、変化に富ん

でおり､水生昆虫も豊かであり、下流の調査も重要です。

＜ グダリ沼のプラナリアはどこからきたのか ＞

　プラナリアの起源については、先述の「プラナリアについて」に述べたとおり、「大多数のプラナリア

は寒い地域の北方系プラナリアであり、ユーラシア大陸が起源で地質時代最終氷期までの間に日

本列島やカムチャッカ半島、さらにシベリア、アラスカ陸橋を経て日本（北海道）に渡り、一方北米等

にも侵出し、今日の様な多様な種が形成されたものである（川勝、１９６５）」。
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[図１] グダリ沼の７種のプラナリア
　　Ａ：イズミオオウズムシ（Bdellocephala brunnea）
　　Ｂ：カズメウズムシ（Polycelis auriculata）
　　Ｃ：ナミウズムシ（Dugesia japonica） … 過去に生息の記録があるが２００９年現在は見られない。
　　Ｄ：ミヤマウズムシ（Phagocata vivida）
　　Ｅ：トウホクコガタウズムシ（Phagocata teshirogii） … ２００９年１２月５日、生息を確認した。
　　Ｆ：キタシロカズメウズムシ（Polycelis sapporo）
　　Ｇ：キタシロウズムシ（Dendrocoelopsis lactea） … 過去に生息の記録があるが２００９年現在は見られない。
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　キタシロカズメウズムシやキタシロウズムシは北から本県まで分布を広げたが、その他の多くの北

方系プラナリアは、北海道までの分布になっています。このことは津軽海峡（ブラキストン線）が大き

な影響を与えていると思われます。

　また、氷期の時代、著しい海面低下が起こり、津軽海峡に陸橋が出来、大陸から自由に動・植物が

移動出来たことも示しており、完全に列島が四つの島となったのは比較的新しい完新世の時代なの

です。

　また、「ナミウズムシは、現在の地理分布から考えて南方経路を経て北上し、青森県、グダリ沼まで

到達し、更に北海道まで分布を広げたものです。ミヤマウズムシは中国や朝鮮半島に見られることか

ら、これも北方からではなく朝鮮半島北部から隠岐諸島を経て日本に移住してきたものと考えられて

いる（川勝、１９７７）」。

＜ 日本列島へのプラナリアの移住 ＞

　日本列島へのプラナリアの移住は寒い地域のユーラシア大陸が起源とされ、北からの侵入が主

で、分布は北方に偏っています。北海道に最も多種生息し、青森県が次に多く見られます。

　ナミウズムシは、中国、沖縄方面から、ミヤマウズムシは朝鮮半島～隠岐島など日本海経路をとり

南方から侵入したと考えられています。
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[表１] 津軽海峡をへだてた北海道と青森県と青森県以外の本州における淡水産プラナリアの比較

種　　名

本　　　　州

津

軽

海

峡

北　海　道

青森県
以外

青森県
中央部

グダリ
沼

津軽
半島

夏泊
半島

下北
半島

北海道
南部

北海道
中部

北海道
東部

北海道
北部

Dugesia japonica
ナミウズムシ ＊＊ ＊＊＊ （＊） ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊

Phagocata vivida
ミヤマウズムシ

＊＊
（高山）

＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Phagocata teshirogii
トウホクコガタウズムシ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Phagocata iwamai
エゾコガタウズムシ ＊ ＊ ＊

Phagocata albata
ソウヤイドウズムシ ＊

Phagocata tenella
ヒダカホソウズムシ ＊

Polycelis auriculata
カズメウズムシ

＊
（高山）

＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

Polycelis schmidti
キタカズメウズムシ ＊ ＊＊ ＊＊＊

Polycelis akkeshi
アツケシカズメウズムシ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

Polycelis sapporo
キタシロカズメウズムシ ＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

Bdellocephala brunnca
イズミオオウズムシ ＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊

Dendrocoelopsis ezensis
エゾウズムシ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Dendrocoelopsis lacteus
キタシロウズムシ ＊＊ （＊） ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

＊：分布場所が極めて少ない。　＊＊ ：少ない。　＊＊＊：普通に見られる。　（＊）：過去に生息の記録があるものの現在は見られない。

淡水産プラナリアは、冷水性のもので、本州の他県では、ナミウズムシ、イズミオオウズムシと高山に生息するミヤマウズムシ、カズメウズム
シくらいしか分布していない。　[ 川勝 ・ 手代木 ・ 藤原、１９７０に一部追加 ]　 動物と自然　４(３，４)，１９７４；から改変、小山内，２０１０
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　現在、日本に生息する淡水プラナリアは５属２０数

種です。

① プラナリアの分布は、比較的原始的な動物で

海峡などの通過や人為的移動は考えられず、

自然史的に自然分布を示すものと考えられ、

生物地理学上重要な動物であります。

② 本種の棲息する水系は冷水で清澄な水で水

質の指標ともなっています。

③ 再生力が強く、原始的な動物ながら集中神経

を持つ最初の動物でもあり、最近、 IPS 細胞

（人工多機能性幹細胞）が注目されている中

で細胞の分化に関し、新たに関心を集めてい

る動物でもあります。

　以上貴重な動物であり、絶滅が危惧されている種も

多く、グダリ沼のプラナリアは本当に貴重なものです。

＜ 動物地理学上青森県は重要な地域 ＞

　日本には、数多くの動物が生息しています。日本だ

けにしか生息していない固有種も大変多いのです。例

えば、本県に生息するほ乳類をとっても、ニホンザル、

アカネズミ、ツキノワグマ、などいつどこから来てどのよ

うに固有種になったのでしょう。

　また、日本人は、いつ頃、どこからきたのでしょうか？

長い歴史を通じて、それぞれの生物種が現在の分布

になってきたのです。その謎解きをするのが生物地理

学、自然史の研究です。

　青森県は、生物の自然史研究に絶好の地域です。そ

れは、ブラキストン線（津軽海峡）があり、また、徳田御

稔の「生物地理学」（１９６９）によれば、本州の温帯を２分

するD―D線（図２参照）が北緯４０度付近を東西に横

切る生物分布境界線があると指摘しています。この内

容は、森林植物景観が異なっていると指摘され、青森

県と秋田県の県境において、青森県の一帯の淡水魚

類が著しく」貧弱で、秋田県以南とは異なっていると指

摘しています。吉村信吉は、日本の湖沼を分類し、腐植

栄養湖平地南限線を青森県の南を横切るところにある

と推定しています（吉村、１９３７）。また、五十嵐正俊（や

ぶなべ３代）さんによると、マツノマダラカミキリの分布可

能地域は日本海側では秋田県北部まで、太平洋側で
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[写真８] イズミオオウズムシ

[写真９] カズメウズムシ

[写真１０] キタシロカズメウズムシ

[写真１１] トウホクコガタウズムシ



やぶなべ会会報 No.27 (2010)

は岩手県南部までで、その分布可能地域を有効積算温量の温量分布図で推定しています。

　温量分布の相違が、生物分布に大きな影響を与えているのかもしれません。そう言われると、プラ

ナリアの分布も、ニホンザリガニの分布も青森県の南を境に、本州とは分布が異なっています。この

ように本県は動物地理学上大変興味のある地域です。
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[図２] D-D線：本州を区切る生物分布境界線　徳田御稔（1969）、生物地理学から
改図（小山内、’１０）


